
絶好の観察会日和                               雑草のロゼット 

冬芽「ゴンズイ・ムラサキシキブ・タラノキ」              フデリンドウ      タチツボスミレ」 

イラガの繭    タケカレハの空繭                    コガタルリハムシ 

卵嚢「ナガコガネグモ・ コガタコガネグモ」                              ナナホシテントウ 

オオアオイトトンボの産卵痕か？                      ヨシの茎の中の虫を食べる鳥              

シュンラン    

 堂谷津の里自然観察会  「冬の里山に何がある」   2020年 1月 25日（水）  

 

ロゼット葉やオオイヌノフグリ、ヒメオドリコソウの花がちらほら咲いて絶好の観察会日和。草木や虫、

鳥たちの冬越しの様子を観察しながら散策。冬ならではの発見、驚きがありました。（担当：晝間） 
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